
一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、労
働
保

険
に
必
ず
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
労
働
者

を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
労

働
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
・
雇
用
保
険

の
各
種
給
付
金
の
ほ
か
、
雇
用
の
安
定
の

た
め
に
事
業
主
に
支
給
さ
れ
る
助
成
金
な

ど
の
支
援
制
度
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
労

働
者
は
も
と
よ
り
事
業
主
の
た
め
に
も
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
事
業
主
に
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
良
い
人
材

を
確
保
す
る
意
味
で
も
、
労
働
保
険
へ
の

加
入
は
必
要
で
す
。

　

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
い

な
い
事
業
主
は
、
労
働
基
準
監
督
署
ま
た

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
加
入
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

新
潟
労
働
局
総
務
部

　

労
働
保
険
徴
収
課

　

☎
０
２
５
―
２
８
８
―
３
５
０
２

沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
へ�

沖
縄「
平
和
の
礎い

し
じ

」追
加
刻

銘
の
お
知
ら
せ

　

沖
縄
県
糸
満
市
の
平
和
祈
念
公
園
内
に
、

沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
氏
名
を

刻
ん
だ
記
念
碑
「
平
和
の
礎
」
が
あ
り
ま

す
。

　

次
に
該
当
し
、
ま
だ
刻
銘
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
追
加
刻
銘
が
で
き
ま
す
。

�

昭
和
19
年
３
月
22
日
か
ら
昭
和
21
年
９

月
７
日
ま
で
の
間
、
沖
縄
県
区
域
お
よ

び
南
西
諸
島
周
辺
に
お
い
て
、
沖
縄
戦

が
原
因
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

社
会
福
祉
課　

援
護
係

　

☎
63
―
５
１
１
３

　

県
福
祉
保
健
課
援
護
恩
給
室

　

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
８
０

家
屋（
建
物
）の
取
り
壊
し
や

用
途
変
更
を
し
た
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
に
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

方
が
、
そ
の
価
格
を
基
に
算
定
さ
れ
た
税

額
を
納
め
る
税
金
で
す
。

　

次
の
場
合
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
課
税

内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
12
月
27
日
㈮
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
後
ほ
ど
担
当
者
が
現
地
確
認
に
お
伺

い
し
ま
す
。

・�
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
（
一
部
取
り

壊
し
も
含
み
ま
す
）

・�

家
屋
の
用
途
を
変
更
し
た
場
合
（
店
舗

か
ら
住
宅
へ
の
改
修
な
ど
）

・
家
屋
を
新
増
築
し
た
場
合

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　

☎
63
―
５
１
１
０

令
和
２
年
度
固
定
資
産
税

（
償
却
資
産
）の
申
告
は�

お
早
め
に

　

１
月
１
日
現
在
、
市
内
で
事
業
用
の
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
固
定
資
産

税
の
対
象
に
な
り
、
申
告
が
必
要
で
す
。

�

市
内
で
工
場
や
商
店
お
よ
び
農
業
経
営

な
ど
を
し
て
い
る
法
人
や
個
人
で
、
そ

の
事
業
の
た
め
に
用
い
る
償
却
資
産
を

市
内
に
所
有
す
る
方

※�

償
却
資
産
は
、税
務
署
に
提
出
す
る
確
定
申
告

ま
た
は
市
民
税
申
告
の
時
に
減
価
償
却
と
し
て

算
入
さ
れ
る
資
産
の
う
ち
、家
屋
以
外
の
有
形

減
価
償
却
資
産（
構
築
物
・
建
築
設
備
・
工
具
・

器
具
・
備
品
等
）を
い
い
ま
す
。

�

令
和
２
年
１
月
６
日
㈪
～
31
日
㈮
ま
で

に
、
市
役
所
税
務
課
（
本
庁
舎
１
階
）

ま
た
は
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　

☎
63
―
５
１
１
０

死
亡
し
た
野
鳥
を�

　
　
　
　

見
つ
け
た
ら

　

野
生
の
鳥
は
、
エ
サ
が
捕
れ
ず
に
衰
弱

し
た
り
、
環
境
の
変
化
に
耐
え
ら
れ
ず
死

ん
で
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

野
鳥
が
死
ん
で
い
て
も
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
を
直
ち
に
疑
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

鳥
の
種
類
に
よ
っ
て
は
検
査
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
触
れ
な
い
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

野
鳥
な
ど
野
生
動
物
の
排
泄
物
等
に

触
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
？

　

殺
菌
効
果
の
あ
る
石
け
ん
で
手
洗

い
・
う
が
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、

野
鳥
観
察
な
ど
通
常
の
接
し
方
で
は

人
に
感
染
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
過
度
に
心
配
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

県
佐
渡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

　

環
境
セ
ン
タ
ー　

☎
74
―
３
４
２
８

　

環
境
対
策
課　

環
境
対
策
係

　

☎
63
―
３
１
１
３

 

順
徳
院
黒
木
御
所 

　
第
11
回
佐
渡
吟
詠
大
会
入
賞
作
品
紹
介

短
歌　
萩
原　

光
之　

選　

応
募
数
92
首
（
24
人
）

　

最
優
秀
賞　
「
存
命
は
益や
く

な
し
」
と
言
ひ
食
絶
ち
て
佐
渡
に
果
て
に
き
四し
じ
ふ
ろ
く
さ
い

十
六
歳

	

藤
原　

礼
子
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

俳
句　
赤
塚　

五
行　

選　

応
募
数
１
７
０
句
（
56
人
）

　

最
優
秀
賞　
航
跡
の
島
よ
り
伸
び
て
夏
兆
す	

菊
池　

美
星
（
椎
泊
）

川
柳　
若
林　

柳
一　

選　

応
募
数
92
句
（
23
人
）

　

最
優
秀
賞　
あ
り
が
と
う
常
温
の
愛
支
え
合
う	

北
見　

芳
江
（
吾
潟
）

そ
の
ほ
か
の
入
賞
作
品
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

佐
渡
吟
詠
大
会
事
務
局
（
担
当　

北
條
）　

☎
63
―
３
３
１
２

松
ヶ
鼻
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
ま
す

　

赤
泊
地
区
莚
場
地
内
で
整
備
を
進
め
て
い
た
県
道
佐
渡
一
周
線
の
松
ヶ
鼻
ト
ン
ネ

ル
が
、
12
月
26
日
㈭
に
開
通
し
ま
す
。

　

こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
り
、
道
路
幅
が
広
く
な
る
こ
と
か
ら
、
安
全
に
安
心

し
て
通
行
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

県
佐
渡
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部
道
路
課　

☎
74
―
３
５
６
０
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